
2018年 事業報告



第1：駐日事務所が実施するアジア太平洋地域（日本を含む ）
における観光振興のための活動に対する支援事業

1.学術的調査・研究支援事業

2.観光交流促進支援事業

2018年度に実施した事業

第2：地方公共団体等が行う観光交流促進に関する宣伝活動等
に対する支援事業
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第1：駐日事務所が実施するアジア太平洋地域（日本を含む ）
における観光振興のための活動に対する支援事業

1.学術的調査・研究支援事業

2018年度に実施した事業
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第1-1-(2) -① UNWTO出版物の翻訳刊行、情報周知

日本語での情報発信

UNWTOツーリズム・ハイライト

（UNWTO Tourism Highlights)

冊子2,000部発行

観光と持続可能な開発目標
（Tourism and the Sustainable 

Development Goals)

冊子3,500部発行

≪APTEC・UNWTO駐日事務所の
ホームページにアクセス➡印刷が可能≫
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第1：駐日事務所が実施するアジア太平洋地域（日本を含む ）
における観光振興のための活動に対する支援事業

2018年度内に実施した事業
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第１-２-(1)-①
第30回東アジア太平洋地域及び南アジア地域合同委員会への参加・運営支援

UNWTO駐日事務所
福田副代表(当時)より活動報告

開催日：2018年6月18日～20日
場 所： フィジー ナンディ

17ヵ国1地域から約300名が参加

日本からの組織団体としては、観光庁の他、JATA、
JTB、北海道大学、和歌山大学の４団体が参加

ポロリカシュヴィリ事務局長のメッセージの中で、
UNWTOの今後の活動における優先事項（Priorities）が示された
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第１-２-(2)-③ ツーリズムＥＸＰＯジャパン2018

開催日：2018年9月20日～23日
場 所：東京（東京ビックサイト）

第2回観光大臣会合開催

UNWTOポロリカシュビィリ事務局長 開会式挨拶

「ＵＮＷＴＯ世界観光倫理憲章 民間部門による誓約」
署名式

㈱アサヒトラベルインターナショナル・東武トップツアーズ㈱の
２社が署名
《署名団体・企業数》 日本国内:１４ ・ 全世界：５５３ （2019年6月20日現在） 6



各賞審査委員長：
UNWTO駐日事務所
本保芳明代表UNWTOポロリカシュヴィリ事務局長より授与

「ＵＮＷＴＯ倫理特別賞」審査・授与

世界観光倫理憲章の理念に則った優秀な取組を行っている団体を表彰

※第1-2-（4） 世界観光倫理憲章普及・促進事業

UNWTO/UNESCO 観光と文化の国際会議（2019年京都）
広報イベント 「プレシンポジウム」開催

UNWTOポロリカシュヴィリ事務局長 ブース視察

京都市と共催
参加者：約100名
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第１-２-(2)-④ シンポジウム「メガイベントを通じた観光振興・地域活性化」

開催日：2018年9月25日 場所：大阪 （大阪府国際会議場／グランキューブ大阪）

観光関連団体・企業・自治体・学術
研究機関などから約130名が参加

APTEC 尾崎会長主催者挨拶 UNWTO ﾎﾟﾛﾘｶｼｭｳﾞｨﾘ事務局長来賓挨拶 近畿運輸局八木局長来賓挨拶

UNWTO 亀山アドバイザー
基調講演

《講演者》
早稲田大学 原田教授
関西観光本部 森理事
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｲｽ 鶴本社長
JTB 青木執行役員
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ポロリカシュヴィリ事務局長 奈良・和歌山・大阪訪問

9/23 APTEC・ＵＮＷＴＯ駐日事務所奈良本部訪問

春日野フォーラム 甍 にて

9/25 APTEC尾崎会長との対談 （於：グランキューブ大阪）
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第１-２-(2)-⑥ 第３回 UNWTO/UNESCO 観光と文化の国際会議

開催日：2018年12月3日～5日
場 所：トルコ ・イスタンブール

参加者：トルコ国内外から約400名

京都市植村副市長(当時)が 「京都市のUNESCO無形文化遺産である祇
園祭の継承と実現」、凸版印刷㈱半田課長が「文化観光におけるバーチャ
ルリアリティーテクノロジーの活用」をテーマに講演

会議プログラムの最後に、第４回会議が京都で開催されることがアナウンス
され、植村副市長(当時)が壇上から京都について紹介

今回の会議中、現地の観光事業者５社が
UNWTO世界倫理憲章に署名
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第１-２-(2) UNWTO関連国際会議への参加・運営支援（その他の会議）
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第１-２-(3)-①「観光を通じた地域振興」シンポジウム・ワークショップ

開催日：2019年1月12日～13日
場 所：大分別府市 （立命館アジア太平洋大学《APU》）
主 催：JICA ・ APU ・ UNWTO駐日事務所

主催者挨拶：
UNWTO駐日事務所 本保代表

参加者159名

《当日の様子》
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業種内訳

自治体関連 48名

観光関連企業・団体 34名

大学教員・学生 46名

一般 17名

その他 14名



14ヵ国 32名参加

世界農業遺産 国東半島宇佐地区を視察
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参加者の国籍（14か国）

日本・中国・台湾
インドネシア・ベトナム
フィリピン・ミャンマー
スリランカ・ソロモン諸島
米国・トルコ・ガーナ
エジプト・ナイジェリアAPU教員、JICA、駐日事務所職員が講師を

務める

出身大学（9大学）

APU 20名

和歌山大学 3名

九州大学 2名

京都外国語大学 2名

立教大学 1名

神戸大学 1名

広島大学 1名

立命館大学
（既卒者：地域おこし協力隊）

1名

長崎大学
（既卒者：地域おこし協力隊）

1名

地域振興に取り組む農業関係者等との意
見交換会



第１-(5)-③ UNWTOの活動に関する情報発信 駐日事務所職員登壇分より抜粋
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【海外】

【国内】



第1-2-(4) 世界観光倫理憲章の普及・促進

第1-2-(5)-④ 関空旅博2018への出展

開催日：2018年5月19日（土）、20日（日））
場 所 ：関西空港

《関空旅博2018 UNWTOブース》

来場者へのアンケートで
憲章の認知度調査を実施
《250名回答》

15

～ ２日間で延べ350～400名がUNWTOブース訪問～



JATA関西支部との合同旅行セミナーを会場内で開催

ＡＰＴＥＣ賛助会員の事業内容や商品を
紹介するパンフレットをブースで来場者に配布

APTEC賛助会員の宣伝の機会の提供《事業・第2-4-(1)》

約50名様が参加

SDGs （持続可能な配発目標）の理念をブースで啓蒙
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2018年度に実施した事業

第2：地方公共団体等が行う観光交流促進に関する宣伝活動等
に対する支援事業
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第2-3-(1)  国際人材育成支援事業

《高等学校》

10/11 奈良市立一条高校 5/9 京都外国語大学

《国際機関》

7/28,2/9,14 奈良県立畝傍高校 7/19  奈良県立大学

《大学》

6/11  世界銀行

《JICA 課題別研修等》

10/15（神戸）・11/26（横浜）
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